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令和４（２０２２）年１２月の調査結果



「化粧品容器の受注は低迷したまま。医療品容器は新企画や量産受注に改善が見られた」（プラスチック加工）、

「インバウンドが戻りつつあり設備投資が増加」（機械・同部品）、「太陽光パネルの導入を決めたが、部品が調

達できず納品の目処がたたない。電気代を抑えるためにも早い納品が待たれる」（金属製品）、「コロナ第８波に

伴い社員の濃厚接触者増加で、テレワーク等を活用。売上は予算見通しを上回っているが、原熱料コスト増加で

収益悪化。１～３月はユーザーの在庫調整もあり、売上減に加え原熱料増加で収益は厳しい」（鉄鋼）、「ロシア・

ウクライナ情勢不安の長期化や円安により、原油高、原材料高が続き、仕入商材の値上げが止まらない。一方で、

売上も低調で、国内需要そのものが落ちてきている。顧客の二極化が進み、売上が伸びているもしくは現状維持

できている顧客と徐々に売上が落ちていく顧客とがはっきりしてきた」（自動車付属品） 

 １２月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）

は、▲１８．９（前月水準△１．１）となり、前月から２０．０

ポイント悪化した。 

１２月は建設業を除いた業種でＤＩ値が悪化。３年ぶりに行動

制限がない年末年始となり、卸小売業ではクリスマス、年末商戦

が好調、建設業では畳工事の企業受注が好調、製造業ではインバ

ウンドの戻りで設備投資増加、サービス業ではカーボンニュート

ラルに向けて電炉設備の計画支援が好調との声が寄せられた。一

方で、原材料、電気代等コスト増加の継続による収益悪化に感染

拡大が重なった。物価高による消費意欲の低下も見られた。 

先行きＤＩ値は▲２２．１（今月比▲３．２）で、感染拡大や

コスト増による収益悪化の継続で厳しい見方である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

「年度末に向けた工事が多い。年度明けが不明」（ソフトウェア）、「ＴＸ沿線の不動産価格の上昇が著しい。購入に

適した売地も希少」（不動産賃貸・管理）、「不動産価額の上昇が続く。原材料費の高騰で建築費も急上昇。金利の先

高観や諸物価の大幅アップで、購入客が減少しそう」（不動産管理）、「１～２月の寒波で売上は１～２割下がる見通

し。来年の３月頃は再値上げを予定」（ゴルフ練習場）、「鉄鋼関連はカーボンニュートラル達成に向けて高炉から電

炉へシフト。この電気炉用排ガス処理設備の交換や容量の集約による大型化など需要拡大が予想され、計画助勢も

増加見込み」（専門・技術サービス） 

全産業ＤＩは大幅に悪化。先行きは感染拡大への懸念や原材料費、電気代等コスト上昇から厳しい見方 

回答期間:令和4年12月22日～令和5年1月6日 調査対象：柏市内146事業所及び組合にヒアリング、回答数98 

柏の景気情報（令和４年１２月の調査結果のポイント） 

「公共工事の単価が現在の値上げのスピードに追い付いていない」（塗装工事）、「インボイス制度の対策が不安」

（瓦斯機器、暖房空調工事）、「一般顧客の畳工事受注は減少しているが、リフォーム会社や工務店からの受注が好

調」（畳）、「新年に向けて見積もりの依頼は多いが、仕事に結びつくのは数パーセント。相見積もりが多く、利益

を得るのはとても難しい」（とび） 

「人の活動は活発化するも、クリスマス等のイベントはイエナカ傾向。価格高騰の影響でお客様は非常に価格に

敏感。セール内容で集客が変わる」（大型小売店）、「感染症の影響は少なくないが、新たな生活様式に則った商流、

習慣に既存の社内資源をフィットさせていく事が重要。ＳＤＧｓ、社会的責任を意識した商品開発、販路拡大、新

規事業への参入を軸にしていく」（食料卸売）、「コロナ前ほどではないが賑わいが戻ってきた。しかし、仕入や光

熱費高騰分の価格転嫁に限度がある」（各種商品小売）、「仕入、燃料費高騰分の転嫁はできたが、電気代まではで

きていない」（飲食料品小売）、「３年振りの行動制限のない年末商戦となり、クリスマス週間を中心に被服雑貨が

２ケタ伸長。食物販もケーキ需要が大きく伸び賑わいを取り戻した」（百貨店）、「中国経済の悪化に伴って、対中

依存度が高い東南アジア各国の景気が悪化している気がする。世界的な景気後退による日本への影響が気になる。

中期的には売上が厳しいと予想し、国内の新規事業に重心を置いている」（産業機械器具卸売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１８．９に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１８．４。柏の値が全国より悪化したのは４か月ぶ

り。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、製造業、卸小売業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、サービス業であ

る。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 18.9 ▲ 23.5 ▲ 9.0 ▲ 28.5 ▲ 9.5

▲ 18.4 ▲ 27.2 ▲ 14.2 ▲ 32.1 ▲ 7.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 3.1 ▲ 17.6 ±0.0  8.5  14.2

▲ 0.6 ▲ 17.5 10.4 ▲ 17.8 10.1

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 26.3 ▲ 29.4 ▲ 45.4 ▲ 25.7 ▲ 4.7

▲ 24.1 ▲ 31.3 ▲ 24.8 ▲ 33.8 ▲ 15.3

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 74.7 ▲ 76.4 ▲ 95.4 ▲ 80.0 ▲ 42.8

▲ 74.4 ▲ 83.8 ▲ 82.1 ▲ 71.4 ▲ 66.4

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 15.7  17.6  18.1  5.7  28.5

20.5 31.6 14.6 13.3 26.4

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.6 ▲ 17.6 ▲ 9.0 ▲ 14.2 ▲ 9.5

▲ 16.5 ▲ 10.0 ▲ 14.4 ▲ 26.2 ▲ 16.7

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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調査期間：2022年12月13日～19日 
 
調査対象：全国の329商工会議所が2,525企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１２月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
７月 ▲ 17.8 ▲ 28.7 ▲ 17.9 ▲ 18.1 ▲ 25.2 ▲  4.1 

８月 ▲ 21.0 ▲ 26.4 ▲ 18.9 ▲ 24.8 ▲ 30.7 ▲ 10.2 

９月 ▲ 23.3 ▲ 28.7 ▲ 23.3 ▲ 27.2 ▲ 31.9 ▲ 11.4 

１０月 ▲ 20.7 ▲ 29.9 ▲ 20.1 ▲ 21.1 ▲ 29.4 ▲  8.1 

１１月 ▲ 16.4 ▲ 22.9 ▲ 16.2 ▲ 20.3 ▲ 23.9 ▲  4.5 

１２月 ▲ 18.4 ▲ 27.2 ▲ 14.2 ▲ 16.3 ▲ 32.1 ▲  7.0 

見通し ▲ 23.8 ▲ 26.6 ▲ 18.7 ▲ 23.3 ▲ 35.6 ▲  18.1 
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〇

〇

令和４年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全産業 ▲ 11.2 ▲ 21.2 ▲ 8.4 ▲ 10.2 △ 1.1 ▲ 18.9 ▲ 22.1 ( ▲ 16.8 )

建  設 ▲ 9.0 ▲ 31.5 ▲ 22.7 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 35.2 ( ▲ 23.5 )

製  造 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ▲ 16.0 ▲ 26.0 ±0.0 ▲ 9.0 △ 9.0 ( ▲ 8.6 )

卸・小売 ▲ 23.5 ▲ 27.2 ▲ 8.8 ▲ 11.1 ▲ 6.2 ▲ 28.5 ▲ 37.1 ( ▲ 28.1 )

サービ ス △ 7.4 ±0.0 △ 12.0 △ 18.1 △ 41.1 ▲ 9.5 ▲ 19.0 ( ±0.0 )

令和４年（２０２２年）１２月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１２月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１８．９（前月水準△１．

１）となり、プラス幅が２０．０ポイント縮小した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２２．１（前月水準

▲１６．８）となり、マイナス幅が５．３ポイント拡大する見通しである。
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建設業
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全産業

■好転
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■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和４年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全産業 ▲ 4.6 ▲ 3.0 ▲ 2.8 △ 5.1 △ 10.1 △ 3.1 ▲ 8.4 ( ▲ 1.1 )

建  設 ▲ 31.8 ▲ 21.0 ▲ 36.3 ▲ 35.2 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 29.4 ( ▲ 17.6 )

製  造 △ 12.5 △ 4.1 △ 4.0 ▲ 17.3 ▲ 17.3 ±0.0 △ 13.6 ( △ 8.6 )

卸・小売 ▲ 8.8 ▲ 6.0 △ 11.7 △ 36.1 △ 25.0 △ 8.5 ▲ 22.8 ( ▲ 18.7 )

サービ ス △ 7.4 △ 8.6 ±0.0 △ 9.0 △ 47.0 △ 14.2 △ 9.5 ( △ 35.2 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲８．４（前月水準▲

１．１）となり、マイナス幅が７．３ポイント拡大する見通しである。

○

【売上について】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△３．１（前月水準△１０．

１）となり、プラス幅が７．０ポイント縮小した。
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前年同月と比較した今月の売上について



令和４年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全産業 ▲ 14.9 ▲ 28.2 ▲ 16.9 ▲ 25.5 ▲ 14.6 ▲ 26.3 ▲ 23.1 ( ▲ 21.3 )

建  設 ▲ 27.2 ▲ 36.8 ▲ 31.8 ▲ 41.1 ▲ 29.4 ▲ 29.4 ▲ 41.1 ( ▲ 17.6 )

製  造 ▲ 33.3 ▲ 29.1 ▲ 24.0 ▲ 47.8 ▲ 43.4 ▲ 45.4 ±0.0 ( ▲ 21.7 )

卸・小売 ▲ 17.6 ▲ 27.2 ▲ 20.5 ▲ 22.2 ▲ 9.3 ▲ 25.7 ▲ 42.8 ( ▲ 43.7 )

サービ ス △ 14.8 ▲ 21.7 △ 8.0 △ 4.5 △ 29.4 ▲ 4.7 ±0.0 ( △ 17.6 )

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．３（前月水準▲１４．

６）となり、マイナス幅が１１．７ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２３．１（前月水準

▲２１．３）であり、マイナス幅が１．８ポイント拡大する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和４年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全産業 ▲ 71.9 ▲ 69.6 ▲ 67.9 ▲ 77.5 ▲ 77.5 ▲ 74.7 ▲ 60.0 ( ▲ 67.4 )

建  設 ▲ 63.6 ▲ 57.8 ▲ 68.1 ▲ 70.5 ▲ 76.4 ▲ 76.4 ▲ 52.9 ( ▲ 58.8 )

製  造 ▲ 95.8 ▲ 95.8 ▲ 96.0 ▲ 100.0 ▲ 95.6 ▲ 95.4 ▲ 81.8 ( ▲ 82.6 )

卸・小売 ▲ 79.4 ▲ 75.7 ▲ 67.6 ▲ 77.7 ▲ 75.0 ▲ 80.0 ▲ 65.7 ( ▲ 68.7 )

サービ ス ▲ 48.1 ▲ 43.4 ▲ 40.0 ▲ 59.0 ▲ 58.8 ▲ 42.8 ▲ 33.3 ( ▲ 52.9 )

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６０．０（前月水準

▲６７．４）となり、マイナス幅が７．４ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７４．７（前月水準▲７７．

５）となり、マイナス幅が２．８ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和４年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全産業 △ 22.4 △ 13.1 △ 17.9 △ 17.3 △ 23.5 △ 15.7 △ 17.8 ( △ 24.7 )

建  設 △ 27.2 △ 21.0 △ 27.2 △ 5.8 △ 35.2 △ 17.6 △ 17.6 ( △ 47.0 )

製  造 △ 25.0 △ 12.5 △ 12.0 △ 13.0 △ 17.3 △ 18.1 △ 18.1 ( △ 17.3 )

卸・小売 △ 20.5 △ 12.1 △ 14.7 △ 22.2 △ 18.7 △ 5.7 △ 8.5 ( △ 15.6 )

サービ ス △ 18.5 △ 8.6 △ 20.0 △ 22.7 △ 29.4 △ 28.5 △ 33.3 ( △ 29.4 )

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、△１７．８（前月水準

△２４．７）となり、プラス幅が６．９ポイント縮小する見通しである。

【従業員について】
○ １２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１５．７（前月水準△２３．

５）となり、プラス幅が７．８ポイント縮小した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和４年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全産業 ▲ 13.0 ▲ 24.2 ▲ 16.0 ▲ 10.2 ▲ 12.3 ▲ 12.6 ▲ 21.0 ( ▲ 14.6 )

建  設 ▲ 4.5 ▲ 26.3 ▲ 18.1 ▲ 17.6 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 29.4 ( ▲ 11.7 )

製  造 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 16.0 ▲ 17.3 ▲ 30.4 ▲ 9.0 ▲ 22.7 ( ▲ 30.4 )

卸・小売 ▲ 20.5 ▲ 21.2 ▲ 26.4 ▲ 8.3 ▲ 9.3 ▲ 14.2 ▲ 25.7 ( ▲ 15.6 )

サービ ス △ 7.4 ▲ 17.3 ±0.0 ±0.0 △ 5.8 ▲ 9.5 ▲ 4.7 ( △ 5.8 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．６（前月水準▲１２．

３）となり、マイナス幅が０．３ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２１．０（前月水準

▲１４．６）となり、マイナス幅が６．４ポイント拡大する見通しである。
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○
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全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

7%

73%

20%
5%

81%

14%
6%

74%

20%

9%

73%

18%
12%

59%

29%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】
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業種別

【業種別】業界内トピックス

建設業

製造業

卸・小売業



【業種別】業界内トピックス
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附帯調査結果

新型コロナウイルス感染症の影響について

〇新型コロナウイルス感染拡大前と比べた、今月の売上について
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質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

35
56.3%
62.9%

回答数
67.1%
回収率調査産業 調査対象数

146
32

98全 産 業

48

建   設 18
22
36

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

31 22 71.0%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

75.0%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１４６事業所及び組合にヒアリング

令和４年１２月２２日 ～ 令和５年１月６日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


